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裏
路地

険
探

■
ざ
ん
ざ
か
踊
り
の
里
を
歩
く
／
朝
来
市
和
田
山
町
寺
内

ザ
ン
ザ
カ 

ザ
ッ
ト
ウ
と
響
く
太
鼓
の
お
囃
子

由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
、江
戸
時
代
の
陣
屋
跡

歴
史
と
文
化
が
今
も
息
づ
く
農
村
を
歩
く

　
「
ザ
ン
ザ
カ 

ザ
ッ
ト
ウ
」
の
古
式
ゆ
か

し
い
太
鼓
の
囃
子
で
有
名
な
「
ざ
ん
ざ

か
踊
り
」
が
、
今
も
舞
い
踊
ら
れ
て
い
る

朝
来
市
和
田
山
町
寺て

ら
う
ち内
地
区
。

　

集
落
の
歴
史
は
古
く
、
氏
神
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
更さ

ら
き
ね杵
神
社
」
は
、
持
統
天

皇
４
年
（
６
９
０
）
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
わ
る
古
社
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
但
馬

の
地
に
は
、
気け

た多
軍
団
と
養
父
軍
団
の

２
つ
の
兵
団
が
強
い
勢
力
を
誇
っ
て
お

り
、
養
父
軍
団
（
更
杵
軍
団
）の
本
拠

地
と
し
て
栄
え
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

兵ひ
ょ
う
ず
の
か
み

主
神
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。

　
「
社
殿
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
ま
す

が
、
更
杵
村
大
兵
主
神
社
と
呼
ば
れ
、

由
緒
正
し
い
式
内
社
な
ん
で
す
よ
」
と

は
、
案
内
役
の
下
村
清
さ
ん
。

　

か
つ
て
は
集
落
の
南
側
に
あ
る
山
腹

に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
地
に
移
さ
れ

た
。
周
辺
で
は
古
代
の
出
土
品
が
発
掘

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
に
一
大
勢
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

神
社
の
南
隣
に
あ
る
「
和
田
山
郷
土

歴
史
館
」
は
、
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
の
貴

重
な
資
料
や
農
家
の
昔
の
暮
ら
し
を
伝

え
る
民
具
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
資
料

館
。
敷
地
は
旧
寺
内
小
学
校
等
の
跡

地
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
「
糸
井
京
極

陣
屋
」
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。

　

陣
屋
と
は
領
主
の
住
居
及
び
役
所

で
、
豊
岡
京
極
家
か
ら
の
分
家
と
し
て
、

初
代
・
高た

か
か
ど門

が
移
封
さ
れ
た
こ
と
が
始

ま
り
。
８
代
・
高た

か
あ
き朗

は
幕
府
の
旗
本
と

し
て
外
国
掛
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、

数
々
の
要
職
に
就
い
た
人
物
で
、
文
久

元
年
（
１
８
６
２
）に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

最
初
に
派
遣
さ
れ
た
遣
欧
使
節
団
の

目
付
と
し
て
海
を
渡
っ
た
。

　

現
在
、
陣
屋
の
面
影
を
伝
え
る
遺
構

と
し
て
陣
屋
門
や
石
垣
が
残
り
、
往
時

の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

郷
土
歴
史
館
を
後
に
集
落
を
旧
道

「寺内ざんざか踊」が奉納される山王神社。正式には「佐伎都
比古阿流知命神社」といい、祭神は但馬開拓の祖である「天日
槍命」の妻の父神にあたる。山王権現の使いである「狛猿」が
両脇に守護しており、灯篭や社殿の木彫にも猿が彫られ、愛く
るしい表情が特徴的。別当寺である「光福寺」が徳川家ゆかり
なことから、梁には三つ葉葵の紋が見られる。

高台に佇む「法輪山 光福寺」。江戸初期の元和年間に経谷
山の麓にあった小庵が開基とされる。二世・単心和尚の養
母が徳川家光の側室だったことから、徳川家との縁が深い。
十一世・越渓守謙は、幕末に勝海舟や山岡鉄舟ほか、数多
くの志士と交流を持ち、後に京都・妙心寺の管長を務めた。

朝来市和田山郷土歴史館の敷地は江戸時代に京極家の陣屋
があった場所で、明治維新後、学校用地として払い下げられ、
小学校や幼稚園として活用された。現在は、陣屋門と石垣が
残り、当時の面影をとどめている。

兵庫県の無形民俗文化財に指定
されている「寺内ざんざか踊」。7
月の第 3 日曜日、子孫の繁栄と
五穀豊穣・天下泰平を祈願して、
奉納される。「ザンザカザットウ」
という太鼓の囃子から、雨乞い
の行事ともいわれている。

糸井城跡糸井城跡
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沿
い
に
歩
い
て
行
く
と
、
お
地
蔵
さ
ん

や
石
碑
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

以
前
は
農
業
と
養
蚕
が
主
要
産
業

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
養
蚕
農
家
の
趣

を
残
す
民
家
も
数
軒
見
ら
れ
、の
ど
か

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

集
落
を
北
東
に
進
む
と
、
ざ
ん
ざ
か

踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
山さ

ん
の
う王
神
社
の
石

段
が
見
え
て
く
る
。
但
馬
で
は
５
カ
所

で
踊
ら
れ
て
い
る
が
、
寺
内
は
７
月
の
第

３
日
曜
と
一
番
早
く
、
山
王
権
現
の
使

者
で
あ
る
猿
の
装
い
で
、
腰
の
太
鼓
を

叩
き
な
が
ら
輪
に
な
っ
て
踊
る
。

　
「
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
神
社
に
隣
接
す
る
別
当
寺
『
光

福
寺
』と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
か
ら
、
同

寺
の
開
山
（
江
戸
初
期
）か
ら
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
古
式
豊
か
で
優
雅
な

踊
り
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
若

き
日
は
踊
り
手
、
今
は
音
頭
方
と
し
て
、

伝
統
を
支
え
る
下
村
さ
ん
は
話
す
。

　

糸
井
京
極
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
「
光

福
寺
」
は
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
古
刹
。

二
世
住
職
・
単た

ん
し
ん心
和
尚
の
養
母
は
、
三

代
将
軍
・
家
光
の
側
室
だ
っ
た
芳ほ

う
し
ん
い
ん

心
院

（
お
琴
の
方
）で
あ
り
、
現
在
地
に
再
建

さ
れ
た
際
に
は
京
極
家
の
他
、
徳
川
家

か
ら
も
莫
大
な
寄
進
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
寺
内
。
歴
史

の
秘
話
を
聞
く
こ
と
で
、
ま
た
違
っ
た
ま

ち
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

●裏路地探険参加者募集！
令和2年12月12日（土）
10:00〜12:00
香美町村岡区福岡（兎塚地区）

＊実施日の10日前までに、18ページ
掲載の「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・
年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みくだ
さい。締切後、参加ご希望の方へ郵
送にて案内を送付します。

光福寺光福寺

六地蔵六地蔵

朝来市和田山郷土歴史館朝来市和田山郷土歴史館
（京極糸井陣屋跡）（京極糸井陣屋跡）

県道10号県道10号

寺内公民館寺内公民館

山王神社山王神社
（佐伎都比古阿流知命神社）（佐伎都比古阿流知命神社）
さきつひこあるちのみことさきつひこあるちのみこと

糸井小学校糸井小学校

至
豊
岡
市
出
石
町
奥
山

至
豊
岡
市
出
石
町
奥
山

参道参道

至
右
岸
道
路
・
国
道
９
号

至
右
岸
道
路
・
国
道
９
号

古墳園古墳園
糸井陣屋門糸井陣屋門

糸井川糸井川

寺内大師堂寺内大師堂更杵神社更杵神社

寺内すこやか寺内すこやか
ひろばひろば

糸井こども園糸井こども園

旧寺内小学校旧寺内小学校
旧寺内幼稚園旧寺内幼稚園

直すとバチが当たる直すとバチが当たる
という理由から、という理由から、
くるぶいた（倒れた）くるぶいた（倒れた）
ままになっているままになっている
「くるぶき地蔵」「くるぶき地蔵」

寺内納経供養塔寺内納経供養塔

光福寺下堂光福寺下堂
道標地蔵道標地蔵

参道参道

糸井城跡糸井城跡

経谷山経谷山
・秋葉神社・秋葉神社
・大乗妙典碑・大乗妙典碑
・光福庵跡・光福庵跡

寺内ざんざか踊や農家の暮らしを寺内ざんざか踊や農家の暮らしを
伝える民具などを展示している「朝伝える民具などを展示している「朝
来市和田山郷土歴史館」。敷地内に来市和田山郷土歴史館」。敷地内に
は但馬最大の前方後円墳として知は但馬最大の前方後円墳として知
られる池田古墳のミニチュアや、秋られる池田古墳のミニチュアや、秋
葉山古墳群から出土した石棺 3 基葉山古墳群から出土した石棺 3 基
がある。開館日は土・日曜（9 時 30がある。開館日は土・日曜（9 時 30
分〜16 時 30 分）で、入館無料。分〜16 時 30 分）で、入館無料。
※12/28 〜１/４は休館※12/28 〜１/４は休館

庭園庭園

裏山の傾斜面を利用した光福寺の庭園。裏山の傾斜面を利用した光福寺の庭園。
東西約 40メートルある池泉観賞式庭園東西約 40メートルある池泉観賞式庭園
で、三十三観音の石仏が安置されている。で、三十三観音の石仏が安置されている。

八十八体の石仏が八十八体の石仏が
祀られている祀られている
大師山霊場大師山霊場 光福寺に安置されている

三代将軍・家光の側室だっ
た芳心院 の 位 牌。裏 面に
は現在の価値で約1億円
の寄進があったと彫られ
ている。

左手で指をさして道
案内する道標地蔵。

江戸末期、日照りが続き田畑が枯れていた江戸末期、日照りが続き田畑が枯れていた
ところ、嘉四郎という老人が自分の首をかところ、嘉四郎という老人が自分の首をか
けて役人と交渉し、水を掘り出したというけて役人と交渉し、水を掘り出したという
民話が残る。切り開いた水路を「上井（うわ民話が残る。切り開いた水路を「上井（うわ
ゆ）」、水源は「首かけの井」と呼ばれている。ゆ）」、水源は「首かけの井」と呼ばれている。

「大乗妙典一字
一 石 越 渓 」と
彫 ら れ た 寺 内
納経供養塔。


